
1 

 

確定版 2026.6.18 

きき酒師の漫才師「にほんしゅ」の笑って、学んで、新潟
地酒にハマる「きき酒付き体験型 日
本酒講座」 
参加者アンケート（結果） 

開催日： 2026.04.28(火) ①12:00～13:00 ②14:00～15:00 ③16:00～17:00 

場 所： 銀座・新潟情報館 THE NIIGATA ３階イベントスペース 

参加費： 1,500 円（THE SAKE Stand の有料試飲５杯付き） 

主 催： 銀座・新潟情報館 THE NIIGATA 

（協力：にほんしゅ） 

参加者： 11 名（①３名 ②４名 ③４名） 

回答者： 11 名（回収率 100％） 

アンケート結果                   

Ｑ．性別 

女性 2 18.2%

男性 9 81.8%

(注）％は回答者数11を母数としています。
 

Ｑ．年代                                      Ｑ．お住まい 

20代 0 0.0%

30代 0 0.0%

40代 2 20.0%

50代 4 40.0%

60代 3 30.0%

70代 1 10.0%

80代～ 0 0.0%

(注）％は回答者数11を母数としています。
  

東京都 8 72.7%

神奈川県 1 9.1%

埼玉県 0 0.0%

千葉県 1 9.1%

記入なし 1 9.1%

(注）％は回答者数11を母数としています。
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Ｑ．イベントはどのくらい満足されましたか。 

とても満足 5 50.0%

満足 5 50.0%

普通 0 0.0%

やや不満 0 0.0%

極めて不満 0 0.0%

(注）％は回答者数10を母数としています。

100.0%

 

Ｑ．あなた自身と新潟との関わりをお聞かせください。（複数選択可） 

観光で新潟に行ったことがある 4 30.8%

特に関わりはない 3 23.1%

新潟出身である 3 23.1%

親族、友人が新潟出身である 2 15.4%

仕事で新潟に行ったことがある 1 7.7%

推している人物、団体等が新潟に関係している 0 0.0%

その他 0 0.0%

(注）％は回答数13を母数としています。  

Ｑ．新潟についてどの程度知っているか 

よく知っている 1 9.1%

人並みには知っている 2 18.2%

少しだけ知っている 5 45.5%

あまり知らない（県名と位置を知っている程度） 2 18.2%

何も知らない（県名のみ知っている程度） 1 9.1%

(注）％は回答者数11を母数としています。
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Ｑ．本日のイベントを何でお知りになりましたか？（複数回答可） 

THE NIIGATAのSNS

（Facebook、Instagram、X、LINE）
5 50.0%

友人・知人・家族からのお誘い 1 10.0%

THE NIIGATAのホームページ 4 40.0%

主催者・関係者からのお誘い 0 0.0%

その他 0 0.0%

ゲストからのお誘い 0 0.0%

THE NIIGATAの店内

（チラシ、ポスター等）
0 0.0%

(注）％は回答者数10を母数としています。
 

Ｑ．銀座・新潟情報館 THE NIIGATA を訪れた回数 

初めて 3 27.3%

２～４回 3 27.3%

５～９回 4 36.4%

10回以上 1 9.1%

(注）％は回答者数11を母数としています。
 

 

Ｑ．好きな日本酒の種類を教えてください。 

 真野鶴 

 獺祭 

 じゃんげ 

 サビ猫ロック黒 

 磯自慢 

 新潟の酒 

 美寺都 

 上善如水 

Ｑ．ご感想・ ご意見など 

 本日はありがとうございました！”酒学”の授業、もっと聞きたかったです。 

 お笑いも話も大変楽しい時間でした。 

 おいしくてたのしいイベントでした！！ 

 ためになりました。日本酒の香りを鼻から出すなど 

 もっと辛いと思っていましたが、どれも飲みやすくておいしかったです。 
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総括 

 100%が「満足」以上という高い評価。「楽しかった」「分かりやすか
った」「また参加したい」といった声が多数寄せられ、イベント全体へ
の高い評価がうかがえた。 

 「日本酒の知識が楽しく学べた」「お酒選びの参考になった」などの感
想が多く、日本酒初心者から愛好家まで幅広い参加者にとって学びのあ
る内容となったことが確認できた。 

 「もっと話を聞きたかった」「有料でも通いたい」「また開催してほし
い」など継続参加を希望する声も寄せられ、今後の開催に対する期待や
ニーズの高さがうかがえた。 

 


